
会報『社協』も「赤い羽根共同募金」の助成金で作成されています。

80号
令和６年１月１日

会 報

福島町社 協社 協社 協社 協

福島幼稚園のエンジェル隊から社協にエール
　いつも、おじいちゃん、おばちゃんの
おせわをしてくださってありがとう
　さむくなってきましたので、おからだに
きをつけておすごしください。
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皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
六
年
の
希
望

に
満
ち
た
新
春
を
お
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
社
協
に
対
し
て
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
「
５
類
」

に
移
行
し
、
社
会
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ
り
、
福

祉
課
題
の
深
刻
化
や
多
様
化
が
進
み
、
地
域
福
祉

の
推
進
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
一
日
も
早
く
完
全
に

終
息
し
、
安
心
、
安
全
な
日
常
を
取
り
戻
す
こ
と

を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
平
安
な
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
社

協
の
基
本
理
念
で
あ
る「
と
も
に
支
え
合
う
安
心
・

安
全
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

  

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
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で
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ざ
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す
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「安心で安全なまちづくり」のための事業
福島町から委託された「安心生活創造事業」により次の事業展開を行っています

１　高齢者の実態調査の継続と支援台帳、安心カードの作成
　�　一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦世帯を中心に、実態調査を継続実施して支援台帳を作成、
主治医や病歴等を記載した「安心カード」も作成します。

２　「安心サポート電話」による高齢者安否確認・相談事業
　　社会福祉協議会では次のような安否確認、相談事業を行っています。

　⑴週に一度、希望された曜日・時間帯に自動音声電話でご様子を伺います。

週に一度の「お元気ですか？」
　・元気な方は①のボタンを押してください。

　・何か心配で相談したい方は⑨のボタンを押して

　　ください

⑵電話先の登録者は、状態に応じてご自身の電話機の
　ボタンを押します。

　⑶登録者の返信を見守りステーションが整理して、誰が困りごとや相談
　　があるのか表示されます。

　⑷困りごとや相談があると表示された登録者や電話に出なかった方に
　　ついては、本会の担当職員が、時間をおいて再度電話をしたり、
　　直接状態を確認するため登録者宅を訪問します。

３　除排雪ボランティア活動と町有小型除雪機の貸出し受付
　�　社会福祉協議会では、今年も各町内会に高齢者宅の除雪を行うボランティアをお願いして
おります。除雪は高齢者の方々にとって重労働であることは承知しておりますが、除雪ボラ
ンティアの方も、それぞれの生活や仕事があり、「おたがいさま」という助け合いの心や善
意がもとになっています。
　�　「今すぐやってほしい」「毎日来てほしい」というご要望にはお答えできない場合もあるこ
とをなにとぞご理解願います。

　【町有小型除雪機の貸出し受付】
　冬期間の単身高齢者宅などへの除排雪のボランティア活動
を行っている町内会等に右写真の町所有の小型除雪機の貸出
し受付をいたします。
　基本的に本会に従事者登録をされている町内会に限り、実
際の使用に関しましては、いくつか条件がありますが、是非
ご活用下さい。

◎各事業の内容や利用に関するお問い合わせは
　福島町社会福祉協議会事務局（47－2284・47－5080）まで
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令和５年度赤い羽根共同募金運動に令和５年度赤い羽根共同募金運動に
ご協力いただきありがとうございますご協力いただきありがとうございます
令和５年度赤い羽根共同募金運動に令和５年度赤い羽根共同募金運動に
ご協力いただきありがとうございますご協力いただきありがとうございます
令和５年度赤い羽根共同募金運動に
ご協力いただきありがとうございます

令和５年度募金額内訳書

町 内 会 名 募金額（円）

松 浦 町 内 会 1 5 , 0 0 0

吉 野 町 内 会 3 6 , 6 0 0

館 崎 ２・ ３ 町 内 会 2 2 , 2 0 0

館 崎 １ 町 内 会 2 1 , 0 0 0

吉 岡 第 ３ 町 内 会 3 4 , 8 0 0

吉 岡 第 １・ ２ 町 内 会 2 3 , 4 0 0

豊 浜 町 内 会 1 6 , 8 0 0

宮 歌 町 内 会 2 7 , 0 0 0

白 符 町 内 会 6 8 , 4 0 0

日 向 第 ２ 町 内 会 1 9 , 8 0 0

日 向 第 １ 町 内 会 1 9 , 2 0 0

日 向 第 ３ 町 内 会 1 3 , 8 0 0

福 島 第 ４ 町 内 会 4 8 , 0 0 0

福 島 第 ３ 町 内 会 1 9 , 2 0 0

福 島 第 ２ 町 内 会 1 8 , 0 0 0

町 内 会 名 募金額（円）

福 島 第 １ 町 内 会 1 5 , 6 0 0

館 古 町 内 会 3 0 , 0 0 0

月 崎 第 １ 町 内 会 5 5 , 2 0 0

月 崎 第 ２ 町 内 会 6 0 , 0 0 0

丸 山 町 内 会 5 7 , 0 0 0

塩 釜 町 内 会 1 8 , 0 0 0

浦 和 町 内 会 8 , 4 0 0

岩 部 町 内 会 1 , 2 0 0

緑 町 町 内 会 2 7 , 6 0 0

新 栄 町 町 内 会 6 0 , 0 0 0

三 岳 第 １ 町 内 会 6 4 , 8 0 0

三 岳 第 ２ 町 内 会 2 8 , 8 0 0

千 軒 町 内 会 1 5 , 0 0 0

町内会分小計 8 4 4 , 8 0 0

法 人 募 金 1 9 6 , 0 0 0

職 域・ 学 校 募 金 5 2 , 3 9 7

個 人・ そ の 他 募 金 0

法人募金等小計 2 4 8 , 3 9 7

令和５年度募金総額（12月現在）1,093,197円

　令和 5 年度赤い羽根
共同募金運動にご協力い
ただきありがとうござい
ました。北海道と地元福
島町の福祉のために活用
される共同募金に、今後
ともご理解、ご協力をお
願いいたします。
　福島町共同募金委員会
　会長　花　田　春　夫
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共
同
募
金
へ
の
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【福島小学校児童会のみなさん】
左から　吉田陽葵さん・島本琉希さん・大野莉奈さん
　　　　大野結翔さん・吉田寿希さん・山舘夢花さん

【福島中学校生徒会のみなさん】
左から　中村柊太さん・野坂花音さん・新山　健さん

山口直子さん　　　　　　　　　　

【吉岡小学校児童会のみなさん】
左から　新山芽依さん・三影蒼太さん・佐藤琥太郎さん

小笠原凛さん・水澤千愛さん　　　　

【福島商業高等学校】
左から　生徒会の白川仁胡さん・野坂紗月さん

共同募金は福島町と北海道内の福祉向上のための事業に配分されます

赤い羽根号は、共同募金の助成金で購入しております。

町内の各学校でも募金活動に取り組んでいただきました
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当
社
協
は
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
地
域
福
祉
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
所
の
運

営
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
社
協
の
運
営
財
源
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
収
め
て

い
た
だ
く
会
費
と
賛
助
会
費
、
町
補
助
金
、
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
助
成
金
等
に
よ
り
賄
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
主
な
使
い
道
は
、
職
員
人
件
費
、
介
護
保
険
事
業
、

会
報
発
行
事
業
、
各
種
福
祉
団
体
へ
の
助
成
事
業
等

に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
賛
助
会
費
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
の
企
業
、
事
業

所
に
対
し
ま
し
て
、
募
集
の
お
願
い
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
経
済
活
動
が
低
迷
す
る
大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ

り
ま
す
が
、
町
内
各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

社
協
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
賛
助
会
費

納
入
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
末
現
在
で
76
社
、
四
十
三
万
九
千
円

の
賛
助
会
費
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
賛
助
会
費
　
　
一
口
　
千
円

�

（
一
口
以
上
何
口
で
も
可
）

賛
助
会
費
の
お
願
い

賛
助
会
費
の
お
願
い

　
こ
の
度
、
永
き
に
わ
た
り
、
共
同
募
金
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
精
励
さ
れ
た
功
績
に
対
し
ま

し
て
、
館
崎
第
一
町
内
会
会
長
の
原
田
恵
悦
様

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
共
同
募
金

北
海
道
共
同
募
金

��

会
長
表
彰
受
賞

会
長
表
彰
受
賞

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う
高
齢
者
福
祉

活
動
に
対
し
、
次
の
と
お
り
、
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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申
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上
げ
ま
す
。
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